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（訂正）「2021年 12月期決算補足説明資料」一部訂正について 

 

当社が 2022年２月 10日に開示した「2021年 12月期決算補足説明資料」を下記の通り訂正いたします。 

 

記 

 

１． 訂正の理由 

2022年２月 10日に開示した「2021年 12月期決算補足説明資料」の記載内容に一部訂正すべき内容が

ありましたため、下記の通り訂正させていただくものであります。 

 

２． 修正箇所 

訂正の対象箇所は P.11と P.26となります。訂正箇所を赤下線にて示しております。 

 

(変更前) 

 

 

 

 

会 社 名 株 式 会 社 ア ク シ ス 

代 表 者 名 代 表 取 締 役 小 倉  博 文 

 （コード番号：4012東証マザーズ） 

問 合 せ 先 経 営 企 画 室 長 石 川  浩 一 

 （TEL.03-6205-8540） 



（変更後） 

 
 

 

（変更前） 

 
 

 

（変更後） 
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2021年12月期 連結決算実績
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売上高

4,774百万円

（前年同期比+28.2％）

営業利益

505百万円

（前年同期比+43.9％）

営業利益率

10.6％
（前年同期比+1.2p）

■ポイント
✓ 売上高では前期比+28.2％、営業利益も同+43.9％

✓ M&A関連費用を吸収し、大幅な増収増益を達成

✓ 企業のDXニーズは堅調、SI事業、CS事業ともに好調

✓ 高収益案件増加による粗利率上昇に伴い、営業利益は
10.6％と、経営目標である10％を超過

3,723 

4,774 

売上高

+28.2％

350 

505 

営業利益

（百万円）

+43.9％

主要業績の前期比較

連結決算サマリー



損益計算書サマリー

DXを含む企業のITシステム投資は堅調。子会社連結に加え、案件も想定以上に増加し、上方修正した数値をやや上回り

着地、前年同期比でも増収増益を達成

高収益案件の増加や費用抑制などにより、利益面は額・率ともに向上
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2020/12期
（単体）

2021/12期
（連結）

前期比

増減額 増減率

売上高 3,723 4,774 +1,051 28.2%

売上総利益 941 1,293 +352 37.5%

営業利益 350 505 +155 43.9%

経常利益 364 528 +163 44.9%

親会社に帰属する当期純利益（20/12期は当期純利益） 258 349 +91 35.0%

売上総利益率 25.3％ 27.1% +1.8p

営業利益率 9.4％ 10.6% +1.2p

経常利益率 9.8％ 11.1% +1.3p

（百万円）



営業利益 増減益要因分析
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高収益案件の増加に加え、エンジニアの採用が計画以上となり外注比率が一時的に低下。

限界利益率の増加がエンジニア採用強化により増加した人件費や連結子会社買収費用等の減益要因を吸収し、増益を達成

営業利益率も10.6%と、経営目標である10％を超過

(百万円)

営業利益 増減益要因

■主な項目
✓ 採用費増 ▲20
✓ その他 ▲61

のれん ▲22
取得関連費用 ▲38



四半期別の業績推移
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950 929 900 
942 

1,005 

1,220 1,253 1,296 

1Q 2Q 3Q 4Q

2020/12期 2021/12期

114

77 74
84

137 

95 

132 
141 

1Q 2Q 3Q 4Q

2020/12期 2021/12期

売 上 高 営業利益

（百万円） （百万円）

四半期別でも好調に推移し、第4四半期会計期間では過去最高の売上高・営業利益を達成



事業別売上高・主要KPI

DXを含む企業のIT投資は堅調に推移しており、SI事業、CS事業ともに好調に推移

SI事業については子会社となったヒューマンソフト、単体ともに好調
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2020/12期
（単体）

2021/12期
（連結）

前期比

増減額 増減率

システムインテグレーション（SI） 3,482
4,513

(3,887)

+1,031
(+405)

29.6%
(11.6%)

クラウドサービス（CS） 240 260 +20 8.3%

合計（売上高） 3,723 4,774 +1,051 28.2%

主要KPI

SI 受注残高（百万円） 633
1,054
(848)

+421
(+215)

66.5％
(33.9%)

CS 「KITARO」契約台数（台） 7,694 7,985 +291 3.8%

*（）内は、アクシス単体

（百万円）



事業別売上高：SI事業は好調に推移

アクシス単体、ヒューマンソフトともに好調に推移

基幹システムのクラウド化導入支援などの成長領域の案件が順調に増加

受注残は単体では堅調に増加、子会社は案件の谷間にあたったこと等で一時的に減少
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3,482 
3,887 

626 

2020/12期

（単体）

2021/12期

（連結）

アクシス単体 ヒューマンソフト（子会社）

3,482

4,513

SI事業 売上高
（百万円）

540 586 581 633 695 725 796 848 

294 
284 206 

1,019
1,080 1,054

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2020/12期（単体） 2021/12期（連結）

受注残高の四半期別推移
（百万円）

+29.6％



事業別売上高：CS事業

CS事業は主要サービスであるリアルタイム運行管理システム「KITARO」の契約台数増加に伴い堅調に推移

「KITARO×ドラレコ」、「KITARO×デジタコ」の販売増によりIoT機器の売上も増加

新型コロナウイルスのデルタ株による感染拡大に伴い、中小企業の契約が一時的に減少
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240 

260 

2020/12期

（単体）

2021/12期

（連結）

CS事業 売上高
（百万円）

5,192 

5,791 
6,208 

6,476 6,477 

7,170 
7,479 7,694 7,746 7,929 7,975 

7,985 

1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q 1Q 2Q 3Q 4Q

2019/12期 2020/12期 2021/12期

「KITARO」 契約台数の推移

+8.3％



B/SおよびCFの状況

利益増に伴い純資産は堅調に増加

ヒューマンソフトの子会社化により有利子負債の増加や投資CFの増加などが発生も、自己資本比率は69.7％と

健全な水準を維持
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2020/12期
（単体）

2021/12期
（連結）

前期比増減

流動資産 2,246 2,567 +321

現預金 1,707 1,768 +61

売掛金 475 707 +232

棚卸資産 29 35 +6

固定資産 241 529 +288

のれん 2 276 +274

総資産 2,487 3,097 +610

負債 681 939 +258

買掛金 109 151 +42

有利子負債 ー 116 +116
退職給付引当金 183 ー -183

退職給付に係る負債 ー 214 +214

純資産 1,806 2,158 +352

負債純資産合計 2,487 3,097 +610

自己資本比率 72.6％ 69.7% -2.9

主なCF数値の状況

(百万円)

446 

318 

▲ 6

▲ 243

440

75

2020/12期

（単体）

2021/12期

（連結）

営業CF 投資CF FCF

主なB/Sの状況
（百万円）



トピックス：(株)ヒューマンソフトの連結子会社化

4月1日よりシステムインテグレーションを主な事業とする(株)ヒューマンソフトを連結子会社化

当社がカバーしていなかった領域への多角化やグループ全体の人員体制強化を図る

連結子会社化に伴い、2021年12月期より連結決算に移行
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連結子会社化によりグループ体制を強化し、事業領域を拡大

通信事業者や企業・官公庁向けのシステム構築で培った知識と経験
をベースに、ネットワークインフラや情報システムの企画・設計・開発・構
築・運用・維持管理までワンストップでサポート



(株)ヒューマンソフトの概要

通信事業者や官公庁向けを中心に、ネットワークインフラや情報システムの企画・設計・開発・構築・運用・維持管理まで

ワンストップでサポート。特に保守・運用で豊富な経験を有す

13© Axis Co., Ltd.

4,148 

626 

2021/12期 連結売上高

ヒューマンソフト

アクシス単体

4,774

（百万円）

売上高： 626百万円
営業利益： 75百万円

（2021/12期は9か月間の計上）

2021/12期
売上高

・約63%が情報通信
・約35%が公共・社会インフラ

公共・社会インフラ

35％

情報通信

63％

事業規模（業績） 顧客業種別の売上高構成会社概要

社 名 株式会社ヒューマンソフト

設 立 1994年10月

代 表 者 代表取締役社長 松丸 淳悦

資 本 金 4,300万円（2021年12月末）

従業員数 56名（2021年12月末）



新規事業の開始について
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Ⅱ



26.3%

30.5%

36.6%

42.8%

2018/12期 2019/12期 2020/12期 2021/12期

（連結）

既存領域 成長領域 成長領域比率

当社グループの課題と強み

SI事業が売上の約95％を占めており、IT事業領域においてSI事業への集中が事業拡大の課題

当社はIT成長領域に関して多くの実績を有し豊富なノウハウを保持。 これらを活用した事業の拡大を図る事が重要

94.5

%

5.5%

0.0%

100.0%

2021/12期

（連結）
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金融分野が
55.8％を占める

事業別売上高構成比

CS事業

SI事業

SI事業の分野別売上構成
（2021/12期 連結）

Fintech関連

次世代SI関連

IoT関連

• 金融業務システムのクラウド化
• キャッシュレス決済のプラット

フォーム構築
• アンチマネーロンダリング

• 業務システムクラウド化(AWS)
• Salesforce導入
• RPA活用支援
• DevSecOpsによる運用

• テレマティクス

保有資産：成長領域の案件増によるDXノウハウ蓄積課題：売上の約95%がSI事業へ集中

成長領域の案件が毎期増加しており、DXに関するノウハウを蓄積

ヒューマンソフト分



外部環境-1：DXに伴い国内のデジタル化市場は拡大の一途

国内DX市場規模は2030年に3兆円を突破するとの観測があり、国内のデジタル化市場は拡大の一途

一方、国内企業においてはDXを進めるための自社人材が不足している。特に、中堅・中規模企業においてはDX推進が

大きな課題となっており、DX/ITの見識に長けた専門企業が必要とされる状況にある
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2019年 2030年

（予測）

*富士キメラ総研発表の「ＤＸの国内市場調査(2021/7/20)」資料より当社作成

デジタルトランス
フォーメーション（DX）市場

約3.8倍

7,912億円

3.04兆円

人材不足

53.1%
その他

46.9%

*令和３年版情報通信白書より当社作成

日本企業における
DXを進めるうえでの課題は人材不足

6,553 

3,178 

725
1,268 

608 

5億円未満 ~50億円 ~100億円 ~300億円 ~500億円

（億円）

年商500億円以下企業の
IT活用市場規模

約2,600億円

*ノークリサーチ社「 2021年 中堅・中小企業におけるDX/コロナ禍に伴うIT支出額
と市場規模」の資料より当社作成



外部環境-2：ITの拡大とともに、セキュリティ市場は拡大
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日本国内への不正アクセス数は急激に増加しており、2020年に5,001億件を観測。

全世界のサイバー攻撃による被害額は、2027年には2021年の約2倍の1,155兆円と予測。

DXへの取り組みに加え、新型コロナウイルス感染拡大に伴うテレワークやWeb会議、クラウドサービスの利用増が

セキュリティ対策強化を後押し、国内法人セキュリティ市場は2027年に約1兆2,771億円に成長するとの予測

日本へのサイバー攻撃の実態（不正アクセス数）

150,400 

212,100 

322,000 

500,100 

2017年 2018年 2019年 2020年

*NICT 「NICTER観測レポート2020 NICTERダークネット観測統計（過去10年間）」
より当社作成

（百万アクセス）

日本における法人向け
セキュリティ市場規模

10,588 
10,974 

11,837 

12,771 

2021年 2023年 2025年 2027年

*株式会社野村総合研究所により2021年12月17日発表の国内市場における動向分析
と市場規模の予測結果より当社作成

（億円）

*「JPCERT/CC インシデント報告対応レポート」より当社作成

+2,183億円

660 兆円

1,155 兆円

2021年 2027年

世界のサイバー攻撃被害額予測

約2倍

*サイバーセキュリティ・ベンチャーズの推計(2020/11/13)より当社作成 $1=110円換算



2022年12月期より２つの新規事業を開始
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既存事業
セキュリティ事業

デジタルコンサルティング事業

これまで培ってきた課題分析力、クラウド導入実績などを活用しデジタルコンサルティング事業を、

セキュリティに関する経験・知見を活用しセキュリティ事業を開始

各事業領域を広げると共に、中長期的に各事業間のシナジーにより企業全体の成長を加速



コンサルティング
・DXビジョン策定
・システム構想提案

デジタルコンサルティング事業の戦略

コンサルティングサービスの他、教育・アウトソーシングなどのサービスを提供

デジタル化支援に留まらず、デジタルビジネス創出など、顧客に合わせた最適な解決策を提案

コンサルティング領域への参入により単価の向上を図ると共に、関連するSI業務を一括で獲得することで、SI事業の受注増も見込む
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1

コンサルタントDXを進めたい企業
課題のヒアリング

最適な解決策の提案
サービス提供

デジタル化支援
・業務効率化のためのクラウドサービス導入
・業務のデジタル化（システムの構築、導入支援）

デジタルビジネス創出支援
・既存事業を活かした、

デジタルビジネスへの展開 ECサービス等

デジタル人材育成
・顧客ニーズを満たした研修プログラムの提供

テクノロジーサーポート
・社内ITサポート、ITリソースの活用・管理機能を
集約したアウトソーシングサービス

2

3

4

5



セキュリティ事業の戦略
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セキュリティに関するコンサルティング、セキュリティ製品の導入、運用支援、脆弱性診断など、セキュリティに関するサービス全般を提供

大企業から高い中堅・中規模企業にわたり、システムと人の脆弱性への対策サービスを提供

セキュリティ対策案を専門的見地から立案し、導入から運用までを一括支援

脆弱性診断を定期的に提供することによる継続的な関係構築と周辺サービス利用による売上増を見込む

Webサイト脆弱性診断
・ツールと人による脆弱性診断

ペネトレーションテスト
・ホワイトハッカーによる疑似攻撃

標的型メール訓練
・標的型メール訓練による

セキュリティ教育
・Webと専門家によるセキュリティ教育

運用支援
・導入対策の運用サポート支援



先行投資の後に中期経営計画内で収益化を想定

新規事業は開始当初は事業拡大のための投資先行、中期経営計画内での収益化を想定

2事業ともに高い粗利率を見込んでおり、セキュリティ事業は継続的収益を見込む。中長期では当社の収益率、収益安定化にも寄与
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時 間 軸

収 益

損 益 分 岐
ラ イ ン

先行投資フェーズ
顧客層拡大

収益獲得フェーズ
損益分岐

収益安定化フェーズ

収益安定化
事業再投資フェーズ

2 0 2 2 / 1 2期
（今期）

2 0 2 5 / 1 2期
（中計最終年度）

2 0 2 3 / 1 2期 2 0 2 4 / 1 2期 ・・・

先行投資 ~顧客拡大フェーズ

主 に 以 下 の 投 資 に よ り 、 投 資 費 用 が 先 行

・ 新 事 業 に 必 要 な 人 材 の 採 用 強 化
・ S a a S 企 業 等 、 D X 推 進 企 業 と の ア ラ イ ア ン ス 推 進 に よ る
販 売 網 の 強 化

収益化 ~再投資フェーズ

2 0 2 4 年 1 2 月 期 か ら 2 0 2 5 年 1 2 月 期 で の 事 業 収 益 化 を 想 定

・ デ ジ タ ル コ ン サ ル テ ィ ン グ 事 業 は 高 い 粗 利 率 が 見 込 め 、 セ キ ュ リ
テ ィ 事 業 は 継 続 的 な 収 益 が 見 込 め る た め 、 収 益 安 定 化 フ ェ ー ズ
で は 高 い 利 益 へ の 貢 献 を 期 待

・ 収 益 が 安 定 し て き た 後 は 、 既 存 事 業 や 更 な る 新 事 業 へ の 再 投 資
を 見 込 む

損 益 分 岐 点

← 収 益 成 長 の イ メ ー ジ



2022年12月期 通期業績見通し
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Ⅲ



2022年12月期の通期業績見通し

旺盛な需要に伴い、売上高は前期に続き大幅な増収を見込む

高収益案件への集中により、粗利についても額・率ともに前期を上回り、過去最高水準を維持する見込み

新事業開始に伴う先行投資のため、営業利益以下の利益は前期より微減

© Axis Co., Ltd. 23

2021/12期
（連結）

2022/12期
（連結）

通期業績見通し

前期比

増減額 増減率

売上高 4,774 5,580 +806 16.9%

システムインテグレーション（SI） 4,513 5,209 +696 15.4%

クラウドサービス（CS） 260 286 +26 10.1%

その他（新規事業） ー 83 83 -

売上総利益 1,293 1,519 +226 17.5%

営業利益 505 504 -1 -0.1%

経常利益 528 515 -13 -2.5%

親会社株主に帰属する当期純利益 349 348 -1 -0.3%

売上総利益率 27.1% 27.2% +0.1p

営業利益率 10.6% 9.0% -1.6p

経常利益率 11.1% 9.2% -1.9p

＜業績見通し前提＞

SI:プロジェクト件数（件） 252 249 -3 -1.2%

SI:プロジェクト平均単価（千円） 17,911 20,922 +3,011 16.8%

CS:「KITARO」契約台数（台） 7,985 9,230 +1,245 15.6%

（百万円）



営業利益 増減益要因分析
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堅調な増収効果により、粗利では大幅な増加を見込む

新規事業への投資（DX・セキュリティ人材採用強化、広告宣伝等）により、営業利益は僅かに減益

ヒューマンソフト社については今期より12ヶ月間のフル寄与となり、グループの収益に寄与

営業利益 増減益要因分析

■主な項目
✓ 採用費増 ▲33
✓ その他販管費 ▲97

(百万円)



事業別売上高見込み：SI事業

企業のIT投資は総じて好調を維持、アクシス単体、ヒューマンソフトともに好調な推移を見込む

クラウド化導入支援などの成長領域の案件や金融分野の案件など、高収益案件の増加を見込む

© Axis Co., Ltd. 25

3,887 
4,282 

626 

927 

2021/12期

（連結）

2022/12期

（連結）

アクシス単体 ヒューマンソフト（子会社）

4,513

5,209

SI事業 売上高
（百万円）

+15.4％

売上高：5,209百万円

前期比：+15.4％

■セグメント概況

• クラウド開発案件など、DX/ITニーズは堅調

• アクシス単体では+10.2％の増収、ヒューマンソフトは今期より12か
月間の計上となるため+48.1％の増収と、グループを総じて好調の
見通し

• AWSを活用したクラウド化案件等、成長領域の専門知識を強化し、
高収益案件へのシフトを図る

• 社員の育成・採用も強化し、早期戦力化（稼働率向上）へ



事業別売上高：CS事業

CS事業はコロナにより手控えられていた需要の寄り戻しがあるとの前提から、「KITARO」は堅調な推移を想定

広告チャネルの拡大など積極的な広告宣伝を展開する他、機能追加による付加価値向上により契約単価向上を見込む
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2021/12期

（連結）

2022/12期

（連結）

CS事業 売上高

+10.1％

売上高：286百万円

前期比：+10.1％

• 新型コロナウイルスによる影響は軽微の前提とし、需要は回復基調
へ転ずると想定

• 広告宣伝を積極的に展開、新規契約台数は+1,245台、期末契
約台数は9,230台を見込む

• 契約プランの多様化や、アルコールチェック機能の提供などの付加価
値の向上などにより、2ケタ台の売上高増加率を見込む

■セグメント概況

（百万円）



事業別売上高：その他（新規事業）

デジタルコンサルティングサービス、セキュリティサービスを当期より提供

サービス提供体制の整備、広告宣伝等が先行。２０２４年１２月期単年黒字予定

© Axis Co., Ltd. 27

売上高：83百万円

前期比：-％

• ２０２２年１２月期よりサービス開始

• サービス提供に向けた環境整備は順調に進行。デジタルコンサル・セ
キュリティに特化した人材獲得を進める

■セグメント概況
83 
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（連結）

2022/12期

（連結）

その他（新規事業） 売上高

（百万円）



株主還元：前期の記念配当を普通配として継続
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前期の創立30周年記念配当額を普通配として継続し、今期は年間1株当たり配当額5.0円を予定

成長への投資が必要となるものの、今後も株主還元は重視し、安定した配当を実施する方針

年度
年間1株当たり配当金

中間 期末 合計

2021年12月期 0.00円
5.00円

（記念配）

5.00円

（記念配）

2022年12月期（予） 0.00円 5.00円
（普通配）

5.00円
（普通配）



中期経営計画
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30

デジタルで社会に貢献する

© Axis Co., Ltd.



2025年経営目標

31

過去実績年平均成長率*1（11.2％）を踏まえ、既存事業の平均成長率10%*2に新規事業の売上げを加算し年平均成長率を

13.2％と見込む

現在のシステムインテグレーション(SI)事業、クラウドサービス(CS)事業を拡大させると共に、顧客のデジタル経営を支える新たな事業を

開始し、更なる成長ステージに向けてステップアップ

売上高

48.7億円

営業利益率

8.0%

2021年12月期

2025年12月期

売上高

80億円

営業利益率

10%
売上高

37.2億円

営業利益率

9.4%

2020年12月期

SI事業 CS事業 新規事業

SI事業
成長戦略により拡大*3

CS事業
既存サービス拡大と新サービス展開

注目分野での新規事業

6%

6%

6%

10%

© Axis Co., Ltd.

*1：2015年から2020年の過去実績年平均成長率
*2：ヒューマンソフトの過去実績も踏まえて決定
*3：「事業計画及び成長可能性に関する事項」参照



・ 決済の多様化、電子通貨の導入、新たなフィンテックサービス

・高速ネットワークの普及、MaaSサービスの活用、スマートファクトリー

当社の注目分野

フィンテック

32

IoT

・行政の申請オンライン化、政府・自治体が持つオープンデータの活用

デジタルガバメント

・安心・安全がより重要に、ITリテラシーの向上、高度なセキュリティ環境

セキュリティ

・デジタル化による業務効率化、生産性の向上、企業文化の改革、新規ビジネス創出支援

デジタルコンサル

© Axis Co., Ltd.



中期経営方針

33

進化するデジタル社会において、
成長性の高い技術・サービスを提供する

環境、社会、ガバナンス（ESG)を重視し、
持続的成長を目指す

より良い製品サービスを提供し、
社会の中で存在価値の高い企業となる

© Axis Co., Ltd.
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＜問い合わせ先＞

経営企画室 IR担当
03-6205-8540
ir@axis-net.co.jp

当資料に記載されている内容は、いくつかの前提に基づいたものであり、

将来の計画数値や施策の実現を確約したり保証したりするものではありません。

当資料に記載されている数値については、端数の切り捨て処理を行っており、
合算値が一致しない箇所がございます。

＜ 見通しに関する注意事項 ＞

mailto:ir@axis-net.co.jp
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